
41

 1.  はじめに 
 　ポイ捨て減少に効果抜群であることを証明した「投 

 票式灰皿」が注目を浴びています。投票式灰皿とは、 

 「人生に大事なのは愛or金？」といった誰しもが悩む 

 究極の二択の設問を記載し、吸い殻をどちらかに入れ 

 たくなる楽しさを生み出した画期的なアイデアです。 

 しかし、「設置・運用コストが高い」「吸い殻でしか 

 投票できない」等の理由から全く普及していません。 

 そんな投票式灰皿をアップグレードした、設置コスト 

 を抑えての持続的な運用が可能な「デジタル投票式ゴ 

 ミ  箱  POOI  (ポー  イ)  」  を  提  案  し  ま  す。  こ  の  シ  ス  テ  ム 

 により、投票式ゴミ箱を全国に大量設置することが可 

 能になります。 

 2.  システム概要 
 　本システムは、「ゴミ箱の責任者」「ユーザー」 

 「スポンサー」の三者それぞれにメリットがある関係 

 になることが魅力です。ゴミ箱の責任者が専用サイト 

 からQRコード付き看板を制作し、既存のゴミ箱に取 

 り付けます。そして、ゴミを捨てに来たユーザーは 

 QRコードからwebアプリに飛び、ゴミ箱内を撮影し 

 投票します。その撮影データから、責任者はゴミ箱の 

 状態をオンラインで管理でき、スポンサーはデータ収 

 集と広告効果を得ることが出来ます。 

 2.1  投票機能（ユーザー視点） 
 　  看板のQRコードをスマホで読み取ることでwebア 

 プリが開き、自分の好きな陣営に「投票玉」をスワイ 

 プして投票できます。また、ゴミ箱内を撮影すること 

 によってより多くのポイントを投票することができ、 

 自分の好きな陣営のポイントをより増やすことができ 

 ます。 

 2.2  ゴミ箱管理機能（ゴミ箱の責任者視点） 
 　ゴミ箱の管理はたくさんの手間を必要とします。そ 

 こで、ゴミ箱の管理を補助する機能を開発しました。 

 それは、ゴミ箱の状態を簡単に確認することができる 

 機能です。ユーザーから「異常なし」「満杯」「破 

 損」の３つの状態が募られ、管理者はゴミ箱の状態を 

 知ることができます。また、ユーザーが投票の際撮っ 

 たゴミ箱内の写真の履歴を見ることができるので、現 

 地に行かなくてもゴミ箱内の状態を確認することがで 

 きます。 

 2.3  データ管理機能（スポンサー視点） 
    企業がデータ収集と広告を目的としてスポンサーに 

 なることができます。スポンサーは投票内容を詳細に 

 設定することができ、全国のゴミ箱のデータを管理す 

 ることができるので、マーケティングに活用すること 

 が可能になります。 

 3.  おわりに 
 　POOIは、ユーザーが楽しくゴミを捨てることでポ 

 イ捨てを減らし、ゴミ箱の管理も楽になる革新的なシ 

 ステムです。 
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はじめに

現在、ゴミのポイ捨てによる海洋ゴミの増加・汚染

などの環境破壊や地球温暖化という問題に直面し、環

境に配慮した暮らしや持続可能な社会に興味を持つ人

が増えている。しかし、具体的にどのような活動を行

えばいいかわからない人や続かずにやめてしまう人も

多くいる。

そこで、「簡単にできる」、「継続できる」、「楽しくで

きる」をコンセプトとして環境活動をサポートし、持

続可能な社会をめざす「育てるエコタウン」を開発し

た。

システム機能

エコタウン開発

「育てるエコタウン」は環境に良い活動をして街を

発展させていく街づくりゲームである。最初は荒廃し

た街からスタートし、ユーザーはゲーム中の街を開発

することで街の環境を改善し、環境に優しい「エコタ

ウン」を作り上げていく。

後述のミッションを達成することでポイントが貯め

られ、そのポイントを使うことで自分だけのエコタウ

ンを発展させることができる。

ミッション

複数の環境活動に貢献ができるミッションが毎日更

新され、ユーザーはこれらのミッションを達成するこ

とでポイントを入手できる。ミッションには食品ロス、

ゴミ問題、節電など様々なジャンルがある。毎日継続

してミッションに取り組むことで貰えるポイントが増

えていき、継続して活動するモチベーションを高める。

スマートゴミ箱

ゴミが捨てられたことを検知するデバイスを用い、

ゴミのポイ捨てを抑制し、環境悪化の防止に貢献でき

る。このデバイスは小型で簡単にゴミ箱に取り付け可

能である。 でスマートフォンと連携するこ

とでゴミをゴミ箱に捨てるとポイントを入手できる。

ゲームのロード中に環境問題に関する豆知識を掲載

することによって無駄なスキマ時間を有効に活用して

環境問題についての知識を自然と身につけることがで

きる。

図１の操作画面の UI にあるように下のバーを操作

して画面を切り替えることができる。主に 3つの画面

から構成されており、それぞれエコタウンの街を閲

覧・編集（開発）する画面、ミッションの内容を確認

し達成を報告する画面、そしてショップでエコタウン

の発展に必要な建物などを購入する画面である。これ

らの画面を切り替えながらゲームを進めていく。

図 基本的な の例

システム構成

本システムは図２のように を用いて画面を表

示する。デバイスは主にスマートフォンを想定してい

る。またサーバーには と を用いユー

ザーの情報を管理している。

図 システムの構成

まとめ

「育てるエコタウン」は環境活動にゲーム性を取り

入れ、手軽に楽しく継続して環境問題の解決をサポー

トするアプリである。環境活動の敷居を下げ、取り組

む人を増やし、持続可能な社会の形成を目指す。
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